
   

冬休み
ふゆやす   

、日本
に ほ ん

の良さ
よ   

を感じましたか？

遊び
あそ   

や食べ物
た  も の

、行事
ぎょうじ

など、日本
に ほ ん

ならではの

ことが、たくさんあったと思います
お も       

。 

お年
    とし

玉
だま

もそうです。「〇万円
まんえん

もらった」と

教えて
お し     

くれた子
こ

もいました。 

お正月
しょうがつ

にもらうお小遣い
  こづか  

をどうして「お年
  とし

玉
だま

」と言う
い  

ので

しょうか。もともとは「お年
  とし

魂
だま 

」だったようです。神様
かみさま

から

もらう新しい
あたら    

魂
たましい

（生命力
せいめいりょく

）という意味
い み

が込められて
こ      

いた

そうです。 

「 魂
たましい

」が「玉
たま

」に変わった
か    

のは、それぞれの地方
ち ほ う

で行われ
おこな    

ていたお祭
まつり

が関係
かんけい

しているようです。あるお祭
 まつり

では、神様
かみさま

の

格好
かっこう

をした人
ひと

が、子供
こ ど も

たちに丸い
まる  

おもちを配りました
くば        

。ある

お祭
まつり

では、神様
かみさま

に供えた
そな    

小石
こ い し

を、お参り
 ま い  

に来た
き  

人に分ける
わ   

習慣
しゅうかん

があったようです。 

つまりお年
  とし

玉
だま

というのは、もともとは神様
かみさま

への贈り物
おく  もの

でし

た。ですから、神様
かみさま

からの新年
しんねん

のお祝い
 い わ  

と、一年間
いちねんかん

がんばれ

という応援
おうえん

の気持ち
き も  

がお年玉ということのようです。 

だからこそ、大事
だ い じ

に使って
つか    

下さい
くだ    

。   

                    村越 新 

                         としだま 


